
2  水 田除 車 剤 の実用化 につ い て

1 背  景

除草剤は稲作の労働生産性向上に大きな役割を果た して来た。
しか し、薬剤の選択性、耕直法栽

培技術の変化等によって優先雑草にも変化が超って来た。そ
こで一年生、多年性雑草に効果的な除

草剤について検蔵 して来たところ、極めて有望な除事剤が確認された
ので参考に供 したいよ

2 技 術内容

1)除 草剤の種類並びに特性

(1)B一 '015、 S olVICPB粒 剤 (商品名 ク ミリ
ードSM、 B-3015 10%十 シメトリン

1.5%一 MCPBO・ 8%)

雑草の幼値物室自合成阻害をするサタ
ーン斉」と、光合成を阻害す るシメトリン、および慣物

ホルモン作用をもつMCPBの 三摩の混合剤でありもこれらの相乗効果
によってノビ上を始めぉ

ギ年生雑草、ホタルイ、ヘラオモダカ、こズガヤツリ等
の多年生雑草にまで巾広くす ぐれた除

草効果を発揮する。

抑車期間は 25日 問位で、土壊吸着がすぐれているため、水移動
にともなう水平移動も少な

く、大型水田でも安定した効果を示す。

(〕 CC102粒 剤 (商品名,ア ビロサヲ位剤 ピ ベロホス 4.4%十 ジメタ
メトリン,1.1%)

イネ科雑草およびカヤツリグサ科に効果の大きい
ピペロホスとマツバイ広葉雑草に効果の大

きいジメタメトリンの混含剤で
ヘラオモダカには大きな効果がある。

また、最近一部地域で問題となっている表層のはく離や藻の発生を
おさえる効果もある。

抑草期間は 25～ 30日 位。

(3)TE-63粒 剤 て商品名 ワ イダ
ー粒剤 ピ ベロホス 4.4%十 ジメタメトリン 1.1%十

ベン

タゾン 10%).

上記C0102粒 剤にベンタゾンを混合 した ものである。ベンタプンは光合成阻害剤で
イネ

科体内ではグル コ
ースと結合 して不活性化するが、広葉雑草、多年生雑車には卓越 した効果を

示す。

2)使 用基準

薬 剤  名 使用時期 便 用量 適 用 草 種 適用上壊 適用地帯

県下全域
B‐-3015 。 S,

M C P B 粒 剤

稚苗移植後

20～ 30日

威苗

移植後

15～ 20日
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茶 剤  名 便用時「Fl 便用畳 適 用 草 種 適用土場 適用地帯

C G 102粒剤

稚笛移値後

15-25日

成苗移値後

1 2 ～2 0 日

3～4タ
10

一年生イネ科広葉マツ

パ イ 、ヘ ラオモ ダガ
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TE-63粒 剤

同  上
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3)指 導上の留意点

(1)B-3015 o S,MCPB粒 剤

O移 値前後土壊処理剤との体系で便用しノピエ25葉 までに濃水のまま故布し、処理後2～ 3日

は水をきらさないこと。また、かけ流 し等、水の移動をさけること。

O散布後異常高温が予想される場合 て最高気温 30℃ 位 )や、 16℃ 以下の低温てほ薬害の危険

があるので使用をさける。   ‐

12)CC 102粒 剤

(形直前後土壊処理剤との体系で便用 し、ノピエ2.0業までに便用する。散布後2～ 3日は水を

切らないこと。また、かけ流 し等水の移動はさけることn

領 分の 1つであるジメタメトリンは、シメトリン同様の作用があるので高温時の便用はひかえ

ること。

()砂壊土や、有機物の極たんに不足する土壊では薬害のおそれがあるので薬』、便用時期等、特

に注意することn

(3)TH-63粒 剤

OCG 1 02と 同様の注意を守る。

0またベンタゾンが混合されているので水が少しでも移動すると効果が劣るn

やや、浅水で使用し、48時 間は入水 しないで水の移動をさけることぃ

なお、3斉」とも魚毒性は Bラ ンクであるので水田より流出させなじ尊 、除草剤使用上の注意を守る

こと,
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試験成績の概要

1)試 験課題名

水日除草剤の実用化に関する試験

)試験年次および場所

T H - 6 3粒B-3015・ S・ IヽC P B粒 |  も G102粒

農試 技 術 部

〃 県 南 分場

昭和 49年

昭和 48～ 51 1昭 和 48～ 51

昭和 う1年

昭和 49～ 51

3)主 要成果の具体的デ
ーター

①  B… 3015,S・ MCPB粒 剤

場

所

栽
　
培
　
法

年
　
　
　
次

試 険 斉U
除草効果 (無除
草比 )

薬害

水 稲 調 査

除草 剤名 時 期 曇 1 多年 合計
出穂期
(月日)鱒初

収豊指
数(%)

技
　
術
　
部

成 51 B - 3 0 1 5 , S ・
M C P B

+ 1 5

〃

+20

〃

300

400

300

400

25

18

70

56

17

12

20

19

24

17

59

47

無

″

〃

〃

8 .  8

″

〃

〃

439

480

538

436

99

101

97

101

県

南

分

場

成 50

B - 3 0 1 5 ・S・
M C P B

て比) B - 3 0 1 5 。S

ｒ

ｉ

ｌ

く

―

―

に

+ 1 2

+ 1 5

+ 1 5

+ 1 2

300

300

400

300

1

3

0

3

5

12

1

3

2

4

t

3

微
　
″
　

〃
　
無

8 . 3

〃

″

〃

341

336

336

329

103

96

97

96

稚

50

B-3015。S・

■W I t  C  P  B

ｒ

ｌ

Ｊ

ｌ

ｌ

に

(比)3-3015,S

+ 1 5

+20

+20

+ 1 5

300

300

400

300

6

13

|

｀
6

3

4

1

18

5

11

1

9

微

〃

〃

無

8. 9

〃

〃

〃

483

492

4 1 9

481

106

107

107

1 0 1

X づ 2

r

B-30よう。S・
M C P B

X-52～

(比 )8-3015。 S

+3

+ 2 0

+3
―ヽ卜25

+3
～+25

+3
～+20

300
～3 0 0

300
～4 0 0

300
～400

300
～ 3 0 0

3

9

3

3

t

2

t

6

微
　
　
〃
　
　
〃
　
　
無

8 , 1 3

〃

″

〃

443

520

566

494

108

112

120

119

-17-



の C0102粒 剤

場

所

栽
　
培
　
法

年

次

試 験 βU
除草効果 (無除草
士まこ)

薬害

水 柄 調 査

除 草 剤 名 時 期 量 1牲 多年生 合計
出穏期
て月日) 脇 1盤蕩

県

南

分

場

権 つ

M OttCG 102

〃

マ ー ン エ ッ
～ CG

〃

卜
ゅ

〃

(比 )MO―
B-3015.S

+3～

+15

+3～

+25

+3～
+15

+3～

+25

+3～
+25

+3～
+20

300
～300

″

1

1

0

0

4

13

15

1

1

9

5

6

0

0

0

5

無

〃

〃

〃

″

〃

8.7

″

〃

″

″

〃

O TH-63粒 Fl」

年

次

試 験 丹ど 塗〒
効果(雫除草

薬害

水 柄 調 査

除 草斉J 名 時  期 量 14母|」ヒ 多年生 合計
出ほ期
(月日)繭物

収量比
(ラタ)

県

南
椎

分

場

49

M O～ T正- 6 3

″

マーシエ ット～

T宜 -63

〃

〃

(比)
M O～ Tエー63

+ 3 ～
+15
+3～

+2う
+3～

+15
+3～

+25
+〕 ～

+25
+‐
+20

300
～3∝

〃

〃

〃

300
-400

300
へ‐300

0

1

0

0

0

4

2

4

0

0

0

9

1

2

0

0

0

5

無

″

″

″

″

〃

8. 7

″

〃

〃

″

〃

506

460

483

480

471

448

103

103

100

101

98

92

50

H - 6

″

〃

〃

〃

〃

+ 5

″

+ 1 5

〃

+ 2 5

″

〕0“普)

〃て浅)

〃 `普)
〃 `浅)

″ `普)

″ (浅)

t

t

i

じ

2 4

21

4

1

t

じ

0

0

t

t

, 1

t

2 1

1 9

無

″

〃

〃

〃

″

8, 9

″

〃

″

″

″

433

437

453

447

447

4 1 4

108

H 2

110

114

105

105

51

X-52～ TE-63

〃

〃

` 比) X - 5 2 ～
サタ‐ンS

+ 3～
+ 1 5
+ 3～

+ 2 0
+ 3～

+ 2 5
+ 3～
+ 2 0

300
本‐300

〃

″

〃

0

t

t

t

t

と

し

1

t

`

じ

じ

無

〃

″

″

8.13

〃

〃

〃

494

503

4う9

494

118

119

118

119
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4夕)参考資料

昭和 49.51年   水 柄関係除草剤試験成績書  農 試技術部

昭和 48～ う1年        〃         〃 県南分場

場

所

栽
　
培
　
法

年

次

試 験
口
β

除草効果 (無除草
比 )

薬害

水 稲 調 査

除草 剤名 時  期 量 1年生 多年生 合計
出穂期
(月日)
穏 数
て材 ″り

収量比
`% )

県

南

分

場

椎

50

マーシエ ット
～ C  G  1 0 2

″

〃

X― う2～CG 102

`比)MO～
サターンS

+ 3～

キ,15

+3～

+25

〃

+ 3～
+ 1う

〃

300
～ 3 0 0

〃

300
-400

300
～ 300

〃

0

0

0

t

t

0

1

2

1 6

2 7

0

↓

t

1

2

無

〃

〃

″

″

8.9

〃

〃

〃

〃

4勢

449

469

410

357

109

105

107

108

105

51

X - 5 2～ C C  1 0 2

″

(比)X-52～
サターンS

+ 3～

キー15

+ 3～

+20

〃

〃

300
～ 300

〃

300
～ 400

300
～ 300

t

t

0

t

15

15

2

1

2

2

6

t

無
　
　
〃
　
　
〃
　
　
〃

8.13

〃

″

〃

481

487

517

494

115

112

1 1 6

1 1 9

技

術

部

成 49

C N P～ C G  1 0 2

〃

マ~ シ エ ュ ト
～ C  G  1 0 2

〃

〃

(比)CNP～
サターンS

-3～

+15

-3～

+ 2 0

〃

-3～

+15

〃

〃

-3～

+ 2 0

400
～ 300

〃

400
～ 400

400
～ 300

400
～ 300

400
～ 400

400
ハー300

3

11

じ

0

,

0

12

2

t

8

8

と

　

　

　

ｔ

　

　

　

４

3

9

2

8

無

　

　

″

〃

〃

〃

〃

〃

8 。1 0

8 . 9

8.10

8 , 1 0

〃

〃

98.

461

445

4●

409

400

417

367

1 0 8

104

103

107

107

106

98
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